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この動力計によれば120 kHz の共振周波数を持つ加速度ピックアップを用いると、誤差E =0.01 を許
した場合、切削力の立ち上がり時間 τ。=10-5 S を持つ切削力が測定できる。

















耐振動性工具を提案している。この工具は理論的には、第 1 層と第 2 層の厚さの比が(h2/h 1) =0.1の
場合、勇断損失率 (ô/ôc ) 今 0 .4を持たせることができるが、炭素鋼と塩化ビニール樹脂の組合せによ
って試作された実用的な工具では (ô/?c) =0.06であった。更にこの工具を用いて断続切削を行った結
果、工具にげ面摩耗幅は通常の工具のそれと比較して安定振動の下で約1/2、共振下で約1/3 となり著
しい効果が認められた。
第 6 章は本研究を通じての総括で、以上の結果をまとめたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は、切削工学ならびに切剖技術のなかでももっとも問題になりながらほとんど研究の行なわ
れていない断続切削について、その基礎的現象を系統的に解明した研究をまとめたものである。まず
従来ほとんど定量的に知られていない切削工具の工作物への衝突時の切削力を精密測定する方法を開
発しその実体を明らかにした。次にその結果に基づき切削系のモデル化を行ない断続切削における工
具衝突の工具摩耗への影響について理論的、実験的解析を行ない、また各種力学的パラメータの効果
についてはアナログシミュレーションによってそれらの影響を定量的に示した。そしてこれらの結果
をもとに断続切削に対して有効な高減衰性工具を提案し、その設計方法を示し、効果を確かめている。
以上の研究成果は切削現象について新知見を加えかっ切削工具の断続切削への適用について重要な
指導指針を示すものであり、工学上また工業上貢献するところが大きく博士論文として価値あるもの
とみとめる。
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